
「女性と男性がともに暮らしやすい豊中市をつくるためのアンケート」

調査結果報告書 概要

調査対象
  豊中市内に居住する満18歳以上の市民2,000人

 調査方法
  郵送による配布および回収
    （インターネットによる回収を併用）

※督促はがき1回配布

 調査期間
  令和７年(2025年)９月10日～９月26日

 有効回収数
  市民 708人（有効回収率 35.4％）

令和８年(2026年)３月
豊 中 市
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調査対象
  豊中市内に所在する従業員数10人以上の事業所900社

 調査方法
  郵送による配布および回収
    （インターネットによる回収を併用）
      ※督促はがき1回配布

 調査期間
  令和７年(2025年)９月10日～９月26日

 有効回収数
  事業所 249社（有効回収率 27.7％）

【報告書の見方】

 ・調査結果の数値は％で、回答者数はｎで示しています。
・数値は小数点第２位を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。
・複数回答の場合は、合計が100％を超える場合があります。

事業所調査 実施概要市民意識調査 実施概要
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１．市民意識調査結果 概要



（単位：％） 女性 男性

その他・ 答えたくない 無回答

今回調査 (n=708)

豊中市

※ 令和7年9月時点
(n=341,397)

60.9

53.4

37.3

46.6

0.6

1.3

（単位：％） １８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳

４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳

７０歳以上 無回答

今回調査 (n=431)

豊中市 (n=182,328)

今回調査 (n=264)

豊中市 (n=159,069)

女性

男性

0.7

2.1

1.5

2.4

3.2

11.2

6.8

12.3

9.3

12.5

10.2

13.5

14.2

15.6

12.1

16.9

26.0

18.0

17.0

19.7

17.9

12.9

20.5

13.7

28.8

27.7

31.8

21.5

回答者の属性

□ 性別性別

調査回答者の性別は、女性が60.9％、男性は

37.3％、その他・答えたくないが0.6％となっていま

す。豊中市の人口構成と比べると女性の割合が5ポイ

ント以上高くなっています。
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□ 年齢

□ 雇用形態

（単位：％） 正社員・正職員 派遣・契約・嘱託社員

パートタイム・アルバイト（週３０時間以上）

パートタイム・アルバイト（週３０時間未満）

その他 無回答

女性 (n=199)

男性 (n=131)

40.7

76.3

10.6

7.6

20.1

6.9

24.1

5.3 0.8

4.5

3.1

雇用形態

雇用者における雇用形態は、男女とも正社員・正

職員の割合が最も高くなっているが、女性の割合は

40.7％と男性に比べて30ポイント以上低く、パートタ

イム・アルバイトなど非正規職員の割合が男性に比べて

30ポイント以上高くなっています。

年齢

調査回答者の年齢は、男女ともに70歳以上が３割

程で最も高く、順位は異なるものの50～59歳、60～69

歳が続いています。豊中市の人口構成と比べると男女

ともに20～29歳の割合が５ポイント以上低く、女性は

50～59歳、男性は60歳以上の割合が高くなっています。



（単位：％） そう思う どちらかといえばそう思う

どちらともいえない どちらかといえばそう思わない

そう思わない 無回答

女性 (n=431) 39.0 27.4

男性 (n=264) 63.6 16.6

女性 (n=431) 24.8 43.2

男性 (n=264) 35.6 33.0

女性 (n=431) 26.7 39.9

男性 (n=264) 50.4 23.9

女性 (n=431) 87.7 3.5

男性 (n=264) 82.2 6.5

女性 (n=431) 54.1 13.7

男性 (n=264) 57.2 18.2

女性 (n=431) 32.2 30.3

男性 (n=264) 43.5 24.6

女性 (n=431) 54.7 16.0

男性 (n=264) 41.7 30.3

女性 (n=431) 74.2 9.5

男性 (n=264) 54.1 20.0

『

肯

定

派
』

計

『

否

定

派
』

計

①

妻や子どもを養うの

は、男性の責任であ

る

②

結婚したら妻が夫の

姓を名乗るのは当然

だ

③

男の子は男らしく、

女の子は女らしく育

てる方がよい

⑧

結婚は個人の自由で

あるから結婚しても

しなくてもどちらで

もよい

⑦

結婚しても必ずしも

子どもを持つ必要は

ない

④

自分の子どもには、

男女にかかわりなく

同程度の教育や学歴

を身につけさせたい

⑤

子どもが３歳くらい

までは母親のもとで

育てる方がよい

⑥

育児・介護休業は男

性より女性がとった

方がよい

9.3

28.0

8.8

14.4

8.4

21.6

67.5

58.3

27.6

31.8

13.2

15.5

37.1

25.0

52.2

35.2

29.7

35.6

16.0

21.2

18.3

28.8

20.2

23.9

26.5

25.4

19.0

28.0

17.6

16.7

22.0

18.9

32.0

18.2

31.1

30.3

31.3

24.6

7.0

8.3

30.4

23.1

35.5

29.5

28.5

25.8

15.8

23.9

7.0

4.5

8.6

7.6

13.0

9.5

0.5

3.8

3.0

7.6

9.0

5.7

10.4

15.9

6.3

10.2

20.4

12.1

34.6

25.4

26.9

14.4

3.0

2.7

10.7

10.6

21.3

18.9

5.6

14.4

3.2

9.8

1.6

1.5

0.9

1.1

2.1

1.1

1.9

3.0

1.9

1.5

1.9

2.3

0.7

2.3

0.5

1.9

日常生活や社会全般についての考え方

Ｑ．あなたは、次の項目についてどのように思いますか。家計維持の役割

「①妻や子どもを養うのは、男性の責任である」

について男女ともに肯定している割合（「そう思う」

と「どちらかといえばそう思う」を合計した割合、以

下『肯定派』計）が多数で、家計維持の役割を男性と

する見方が根強い。また、その割合は男性の方が女性

に比べて20ポイント以上高くなっています。

子育てに関する考え方

男女とも「④自分の子どもには、男女にかかわり

なく同程度の教育や学歴を身につけさせたい」の『肯

定派』が８割を占め、子どもの教育に関しては男女平

等の意識が共通していることがうかがえる一方、「⑤

子どもが３歳くらいまでは母親のもとで育てる方がよ

い」の『肯定派』が男女ともに多数を占めており、前

回調査から比較すると固定的性別役割にとらわれない

考え方に変化してきているものの、子育て過程におい

ては、男女とも伝統的な考えが根強い面があります。

結婚に関する考え方

「⑦結婚しても必ずしも子どもを持つ必要はな

い」「⑧結婚は個人の自由であるから結婚してもしな

くてもどちらでもよい」は男女ともに『肯定派』が多

数となっており、女性の割合が男性に比べ10ポイント

以上高くなっています。「②結婚したら妻が夫の姓を

名乗るのは当然だ」については女性は『否定派』が多

数となっているものの、男性は『肯定派』「どちらと

もいえない」『否定派』がそれぞれ３割と意見が分散

しています。
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女性 (n=431) 60.3 4.5

男性 (n=264) 33.7 11.7

女性 (n=431) 52.6 6.3

男性 (n=264) 41.3 11.8

女性 (n=431) 8.8 1.9

男性 (n=264) 7.2 5.7

女性 (n=431) 51.0 3.9

男性 (n=264) 33.7 12.5

女性 (n=431) 76.1 0.4

男性 (n=264) 64.1 4.6

女性 (n=431) 33.9 3.2

男性 (n=264) 18.2 12.1

女性 (n=431) 79.6 1.1

男性 (n=264) 59.8 6.4

⑤ 政治の場で

⑥

地域活動・社会活動

の場で（自治会、

PTA、NPO、ボラン

ティアなど）

⑦
社会通念・慣習・し

きたりで

② 職場で

③

学校教育の場で（児

童・生徒の立場か

ら）

④ 法律や制度で

① 家庭生活で

19.0

6.8

18.3

9.1

1.4

0.8

14.8

4.2

36.2

20.5

9.3

3.8

30.6

11.7

41.3

26.9

34.3

32.2

7.4

6.4

36.2

29.5

39.9

43.6

24.6

14.4

49.0

48.1

21.3

37.9

19.7

31.8

43.9

50.0

20.2

36.0

7.7

16.7

30.9

40.2

7.0

19.7

2.6

8.3

4.9

9.5

1.2

4.9

3.0

8.3

0.2

2.3

3.0

9.8

0.9

5.3

1.9

3.4

1.4

2.3

0.7

0.8

0.9

4.2

0.2

2.3

0.2

2.3

0.2

1.1

10.9

13.6

15.8

10.6

35.3

26.1

19.3

13.6

10.2

11.0

26.7

25.0

8.1

10.6

3.0

3.0

5.6

4.5

10.2

11.0

5.6

4.2

5.6

3.8

5.3

4.5

4.2

3.4

（単位：％） 男性の方が優遇されている どちらかといえば 男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば 女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

無回答

女性 (n=431) 75.5 2.1

男性 (n=264) 58.4 10.6

『

男

性

優

遇
』

計

『

女

性

優

遇
』

計

社会全体で

20.0

7.6

55.5

50.8

8.6

16.7

1.4

7.2

0.7

3.4

10.4

11.4

3.5

3.0

各分野での男女平等感

Ｑ．あなたは、一般的に、次の各分野で男女は平等になっていると思いますか。社会全体の男女平等感

男女ともに男性が優遇されている（「男性の方が

優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優

遇されている」を合計した割合、以下『男性優遇』

計）の割合が多数となっており、女性の『男性優遇』

計は男性より10ポイント以上高くなっています。

各分野別の男女平等感

男女とも「⑦社会通念・慣習・しきたりで」「⑤

政治の場で」「②職場で」で『男性優遇』計の割合が

多数となっており、「③学校教育の場で（児童・生徒

の立場から）」で「平等になっている」の割合が多数

です。

「①家庭生活で」「④法律や制度で」「⑥地域活

動・社会活動の場で」では、女性は『男性優遇』計の

割合が多数となっているのに対し、男性は「平等に

なっている」の割合が多数であり、男女間の意識に差

がみられます。
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（単位：％） 賛成 どちらかといえば賛成

どちらかといえば反対 反対

わからない 無回答

令和７年度 (n=431) 24.6 56.2

令和２年度 (n=723) 27.2 57.7

令和７年度 (n=264) 39.8 39.4

令和２年度 (n=456) 39.5 42.8

男性

『

賛

成

派
』

計

『

反

対

派
』

計

女性 2.6

3.3

5.3

5.3

22.0

23.9

34.5

34.2

31.1

33.5

26.1

23.9

25.1

24.2

13.3

18.9

13.2

14.5

15.5

16.7

6.0

0.6

5.3

1.1

性別役割分担意識

Ｑ．「男性は仕事、女性は家事・育児」という考え方について、どう思いますか。性別役割分担意識

「男性は仕事、女性は家事・育児」という考え方

に対し、女性は反対している割合（「反対」と「どち

らかといえば反対」をあわせた割合、以下『反対

派』）が５割で、賛成している割合（「賛成」と「ど

ちらかといえば賛成」をあわせた割合、以下『賛成

派』）よりも多くなっています。それに対して、男性

は『反対派』と『賛成派』の割合が同程度で意見が分

散しています。
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女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

⑲ 子どもと仲良くするのを嫌う

⑳ 子どもを取り上げようとする

⑯
あなたの意に反して性的な行

為を強要される

⑰
子どもが見ている前であなた

に暴力をふるう

⑱
あなたを脅すために子どもに

暴力をふるう

⑬

あなたが見たくないのに、ポ

ルノビデオやポルノ雑誌を見

せられる

⑭
性的な画像などをばらまかれ

る

⑮ 避妊に協力しない

⑪
骨折させられたり、鼓膜をや

ぶられたりする

⑫
命の危険を感じるようなこと

をされる

87.9

87.5

88.4

87.1

78.9

67.0

86.1

81.1

74.0

66.3

81.9

75.8

87.7

85.6

87.7

87.1

64.3

50.4

72.4

62.5

0.5

2.7

3.4

7.9

18.2

1.4

5.3

11.8

17.4

6.7

12.1

1.2

4.5

0.7

3.4

20.6

31.8

14.6

23.5

0.5

1.1

0.5

0.8

2.1

6.1

1.2

4.5

2.3

7.6

0.9

3.4

0.5

0.8

0.5

0.8

3.9

9.1

1.4

4.9

11.1

8.7

11.1

8.7

11.1

8.7

11.4

9.1

11.8

8.7

10.4

8.7

10.7

9.1

11.1

8.7

11.1

8.7

11.6

9.1

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

女性 (n=431)

男性 (n=264)

⑩
押したり、つかんだり、つ

ねったり、こづいたりされる

⑦

お金を取り上げたり、預貯金

を勝手におろされたり、借金

を強要されたりする

⑧

「だれのおかげで、お前は食

べられるんだ」「かいしょう

なし」などと言われる

⑨

げんこつや身体を傷つける可

能性のあるもので、なぐるふ

りをして、おどされる

④

あなたの交友関係や電話・

メール・ＳＮＳを監視された

り、外出を制限される

⑤

実家の親・きょうだい・友人

との付き合いをいやがられた

り禁止されたりする

⑥ 十分な生活費を渡さない

①
何を言っても長期間無視され

る

② 大声でどなられる

③

あなたが大切にしているもの

を、わざと壊したり捨てたり

される

48.7

32.2

60.6

42.0

76.6

64.0

74.0

54.9

67.5

43.6

68.2

51.1

84.9

74.6

79.1

66.3

83.1

76.5

81.2

76.5

32.7

44.3

28.5

40.9

10.2

21.2

14.4

28.4

20.0

38.6

19.5

29.9

3.2

9.8

9.0

19.3

5.3

11.7

7.2

12.1

7.9

14.0

1.2

7.6

2.1

5.7

1.4

7.6

2.6

8.7

2.3

10.2

1.4

6.8

1.4

5.3

0.5

2.3

0.7

1.1

10.7

9.5

9.7

9.5

11.1

9.1

10.2

9.1

10.0

9.1

10.0

8.7

10.4

8.7

10.4

9.1

11.1

9.5

10.9

10.2

配偶者等からの暴力(ドメスティック・バイオレンス／ＤＶ)に対する認識

Ｑ．あなたは、配偶者・パートナー・恋人から次のようなことをされることは暴力にあたると思いますか。

配偶者からの暴力に関する認識

「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が、女性では「①何を言っても長期間無視される」以外の19項目で50％を上回っているのに対して、男性
は「①何を言っても長期間無視される」「②大声でどなられる」「⑤実家の親・きょうだい・友人との付き合いをいやがられたり、禁止されたりする」以
外の17項目で50％を上回っており、前回調査と比べると男女ともに全ての項目で「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合が上昇しています。

いずれの項目も男性の「どんな場合でも暴力にあたると思う」の割合は女性より低くなっており、特に「⑤実家の親・きょうだい・友人との付き合いを
いやがられたり禁止されたりする」で男女の認識の差が大きくなっています。

（単位：％） どんな場合でも暴力にあたると思う 暴力の場合とそうでない場合がある 暴力にあたるとは思わない 無回答
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（単位：％） 結婚や出産に関わらず、仕事を続ける方がよい

結婚するまでは仕事を持ち、結婚後は家事に専念する方がよい

子どもができるまで仕事を持ち、子どもができたら家事や育児に専念する方がよい

育児の時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける方がよい

育児の時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける方がよい

仕事にはつかない方がよい

その他

わからない

無回答

女性 (n=431)

男性 (n=264)

42.0

35.6

1.9

6.4

5.8

8.3

12.1

14.0

14.6

10.2

10.7

10.6

7.7

9.5

5.3

5.3

男女共同参画社会の実現について

Ｑ．あなたは、女性の働き方についてどのようにお考えですか。理想的な女性の働き方

男女ともに「結婚や出産に関わらず、仕事を続け

る方がよい」が最も多く、女性では次いで「育児の時

期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続け

る方がよい」、男性では「育児の時だけ一時やめ、そ

の後はフルタイムで仕事を続ける方がよい」が続いて

おり、出産・育児と仕事との両立を想定する割合が多

数を占めています。

豊中市が力をいれていくべきこと

男女共同参画社会を推進していくために市が力を

入れていくべきことについて、男女ともに「子育てや

介護中であっても仕事が続けられるよう支援する」が

最も多く、「高齢者の施設や介護サービスを充実させ

る」「子育てや介護などでいったん仕事を辞めた人の

再就職を支援する」「保育の施設・サービスを充実さ

せる」が上位です。

ほとんどの項目において女性の割合が男性を上

回っており、「子育てや介護中であっても仕事が続け

られるように支援する」「子育てや介護などでいった

ん仕事を辞めた人の再就職を支援する」「高齢者の施

設や介護サービスを充実させる」「男性の育児や介護

への参加、地域活動などが進むように取組みを充実さ

せる」では女性の割合が男性より10ポイント以上高く

なっています。男性では、「市の政策・事業に対して、

市民の声を聞く場や制度を充実させる」の割合が女性

に比べて高くなっています。

Ｑ．あなたは、男女共同参画社会を推進していくために、市は今後どのようなこと
に力を入れていくべきだと思いますか。

(MA％)

子育てや介護中であっても
仕事が続けられるよう支援する

高齢者の施設や介護サービスを
充実させる

子育てや介護などで
いったん仕事を辞めた人の

再就職を支援する

保育の施設・サービスを
充実させる

職場において男女の
均等な取扱いが図られるよう

企業などに働きかける

男性の育児や介護への参加、
地域活動などが進むように

取組みを充実させる

労働時間短縮や在宅勤務の
普及・啓発を行う

市の政策・事業に対して、
市民の声を聞く場や制度を

充実させる

女性に対する暴力の防止や
被害者への支援を充実させる

民間企業・団体などの管理職に
女性の登用が進むように支援する

65.7

56.6

55.7

48.3

43.9

42.0

34.1

29.2

30.2

30.6

45.1

42.4

38.6

39.4

34.1

29.5

28.4

34.5

25.8

23.5

0 20 40 60 80 (MA％)

女性の能力開発や就労支援を
充実させる

お互いの性を尊重し、
男女とも生涯を通じた

健康づくりのための支援をする

若年層からの男女共同参画に
関する教育を充実させる

女性や男性の生き方や悩みに
関する相談の場を充実させる

男女共同参画に努力している
企業を市民に対して

紹介したり表彰したりする

市民が、身近なこととして
男女共同参画について考える

社会教育の機会を増やす

その他

男女共同参画社会を
推進すべきではない

無回答

30.4

26.5

28.8

26.2

20.9

13.7

3.5

0.9

4.6

22.7

27.7

21.6

25.0

17.0

12.1

6.4

3.0

6.1

0 20 40 60 80

女性 （n=431）

男性 （n=264）
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（単位：％） 知っている 知らない 無回答

女性 (n=431)

男性 (n=264)

6.5

6.1

92.3

92.0

1.2

1.9

困難な問題を抱える女性への支援について

Ｑ．あなたは、困難な問題を抱える女性への支援に関する法律（女性支援新法）
が施行されたことを知っていますか。

「困難な問題を抱える女性への支援に関する法
律」の認知状況

「困難な問題を抱える女性への支援に関する法

律」の認知状況については、男女ともに「知ってい

る」が6％程です。

困難な問題を抱えている状況から回復するため
に必要なこと

困難な状況から回復するために必要だと思うこと

は、男女ともに「経済的な自立」が最も多く、次いで

「安心してすごせる場所（家・職場・学校以外の場

所）」「困難な状況に気づいてくれる人の存在」と

なっています。

いずれの項目も女性の割合が男性を上回っており、

特に「安心してすごせる場所（家・職場・学校以外の

場所）」「経済的な自立」では女性の割合が男性より

10ポイント以上高くなっています。

Ｑ．困難な問題を抱えている状況から回復するためにはどのようなことが必要だと
思いますか。

9

(MA％)

経済的な自立

安心してすごせる場所
（家・職場・学校以外の場所）

困難な状況に気づいてくれる人の存在

実際に支援制度や相談窓口に
助けを求めるためのサポート

弁護士や医師、カウンセラーなどの専門的な
知識を持っている人からのサポート

相談支援の充実（SNSによる相談、
電話相談、相談窓口等）

その他

特に必要なことはない

無回答

74.0

69.8

62.9

53.4

52.7

47.3

2.1

1.4

2.3

63.3

58.0

54.9

46.2

44.7

44.3

2.7

2.7

4.9

0 20 40 60 80

女性 （n=431） 男性 （n=264）



（単位：％） そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

無回答

女性 (n=431) 77.9 14.6

男性 (n=264) 65.1 28.4

『

思

う
』

計

『

思

わ

な

い
』

計

26.9

23.1

51.0

42.0

10.2

17.4

4.4

11.0

7.4

6.4

（単位：％） ある ない 無回答

女性 (n=431)

男性 (n=264)

3.9

3.4

94.7

93.6

1.4

3.0

（単位：％） 言葉も意味も両方知っている 言葉だけは知っている

言葉も知らない 無回答

女性 (n=431)

男性 (n=264)

64.0

64.0

27.6

25.0

7.2

6.4

1.2

4.5

ＬＧＢＴをはじめとする性的少数者について

Ｑ．あなたはLGBTをはじめとする性的少数者について、どの程度知っていますか。LGBTの認知状況

LGBTをはじめとする性的少数者の認知状況につい

ては、男女とも６割が「言葉も意味も両方知ってい

る」となっています。また、男女ともに「言葉だけは

知っている」は２割、「言葉も知らない」の割合は１

割となっています。

身体と心の性について悩んだ経験

今までに自分の身体と性、心の性または性指向で

悩んだことがある割合は、男女ともに3％程です。

現状の社会の生活のしづらさ

LGBTをはじめとする性的少数者にとっての社会の

生活のしづらさについては、生活しづらいと思う割合

（「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」をあ

わせた割合）が、女性は７割、男性は６割を占めてい

ます。

Ｑ．あなたは、今までに自分の身体と性、心の性または性指向に悩んだことがあり
ますか。

Ｑ．LGBTをはじめとする性的少数者にとって、現状は生活しづらい社会だと思いま
すか。
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11

２．事業所調査結果 概要



回答者の属性

□ 業種業種

回答者の業種は、「医療・福祉」が４割で最も高く、

「卸売業・小売業」「製造業」が続いています。

12

(％)

農林水産業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業・郵便業

卸売業・小売業

金融業・保険業

不動産業・物品賃貸業

学術研究・専門・技術サービス業

宿泊業・飲食サービス業

生活関連サービス業・娯楽業

教育・学習支援業

医療・福祉

その他のサービス業

その他

無回答

0.4

6.0

10.0

0.4

0.4

2.4

11.6

4.4

1.2

2.4

4.0

2.8

4.4

41.0

7.2

0.8

0.4

0 20 40 60

全体 （n=249）

（単位：％） 10人未満 10～19人 20～29人

30～49人 50人以上 無回答

全体 (n=249) 13.7 36.9 19.3 14.1 14.9

1.2

□ 雇用者数雇用者数

回答者の正規・非正規雇用者を合わせた従業員数は、

「10～19人」が３割で最も高く、「20～29人」「50人以

上」「30～49人」「10人未満」が続いています。



回答者の属性

□ 役職者の女性割合役職者の女性割合

役職者の女性割合は、いずれの役職も「0％」が４～５割で

最も高く、次いで「30％以上」が３割となっています。役職

が高くなるほど「0％」の割合が高くなっています。

13

（単位：％） 0％ 1～10％未満 10～20％未満

20～30％未満 30％以上 無回答

部長以上相当職 (n=168)

課長相当職 (n=158)

係長相当職 (n=121)

56.5

51.9

43.8

0.6

1.9

0.8

2.4

3.8

3.3

1.8

0.6

5.8

33.3

36.1

38.8

5.4

5.7

7.4



（単位：％） 積極的に取り組んでいる（労働関係法などで定められた範囲以上に）

労働関係法などで定められた範囲で取り組んでいる

現在は取り組んでいないが、今後の取り組み実施を予定している

必要性は感じるが、取り組み実施の予定はない

取り組みに反対しないが、必要性は感じない

ワーク・ライフ・バランスへの取り組みに反対だ

ワーク・ライフ・バランスを知らない

無回答

全体 (n=249) 23.3 57.0

3.2

7.2

4.0 0.4 4.0

0.8

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）

Ｑ．仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）への取組み状況仕事と生活の調和への取組み

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の取組

み状況については、「労働関係法などで定められた範囲で

取り組んでいる」が５割で最も多く、次いで「積極的に取

り組んでいる（労働関係法などで定められた範囲以上

に）」が２割です。

14



（単位：％） 男性 女性 無回答

育児休業 (n=190)

介護休業 (n=16)

21.1

56.3

78.4

43.8

0.5

（単位：％） 取得者がいる 対象者がいなかったため取得者はいない

その他の理由で取得者はいない 無回答

育児休業 (n=249)

介護休業 (n=249)

34.9

5.2

59.0

87.1

1.6

1.2

4.4

6.4

育児・介護休業

育児休業の取得状況

育児休業の取得状況をみると、「取得者がいる」

は３割となっています。育児休業取得者の性別構成は、

女性が８割弱、男性は２割です。

介護休業の取得状況

介護休業については、「取得者がいる」は5％程と

少なく、「対象者がいなかったため取得者はいない」

がほぼ９割を占めています。

Ｑ．2024年4月～2025年3月の期間に育児休業・介護休業を取得した従業員はいます
か。

Ｑ．育児休業・介護休業取得者の性別割合
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（単位：％） 知っている 知らない 無回答

全体 (n=249) 88.4 11.6

性的少数者の人権問題

性的少数者の人権問題への認知状況

ＬＧＢＴをはじめとする性的少数者の人権問題について、「知ってい

る」がほぼ９割を占めています。

性的少数者の人権問題への対応状況

「従業員の理解促進のための講習会や研修を実施している」が１割、

その他の取り組みはいずれも５％未満となっています。また、「特に取

り組んでいるものはない」が８割を占めており、人権問題の認知ほどに

は取り組みは進んでいない状況となっています。

Ｑ．ＬＧＢＴをはじめとする性的少数者に対する職場での人権問
題があるということを知っていますか。

Ｑ．ＬＧＢＴ（性的少数者）への配慮に関して、貴事業所で取り
組んでいるものをすべてお選びください。

(MA％)

従業員の理解促進のための講習会や研修を
実施している

ＬＧＢＴをはじめとする性的少数者の
顧客も利用しやすい環境（トイレなど）を

整備している

従業員のためにＬＧＢＴをはじめとする
性的少数者に関する社外の相談窓口を

紹介している

社内規定や採用情報などで「ＬＧＢＴを
はじめとする性的少数者に対して差別しない」

などの文言を明記している

事業所内において、啓発ポスターなどを
掲示・配置している

ＬＧＢＴをはじめとする性的少数者の
従業員への結婚祝金や家族手当、

慶弔見舞などの福利厚生を適用している

ＬＧＢＴをはじめとする性的少数者の従業員も
利用しやすい環境（トイレ・更衣室など）を

整備している

ＬＧＢＴをはじめとする性的少数者に関する
イベントに事業所として参加している

その他

特に取り組んでいるものはない

無回答

10.4

3.6

3.2

3.2

2.8

2.4

2.4

0.0

0.8

80.7

2.0

0 20 40 60 80 100

全体 （n=249）
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（単位：％） 取組を実施している 取組の実施を予定している

必要性は感じるが取組実施の予定はない 取組の必要性を感じない

無回答

① セクシュアル

ハラスメントの防止
(n=249)

② 妊娠出産育児休業に関する

ハラスメントの防止
(n=249)

③ 介護休業に関する

ハラスメントの防止
(n=249)

④ パワーハラスメントの防止 (n=249)

58.2

45.8

45.8

61.4

6.8

7.2

6.0

6.8

20.9

29.7

32.9

20.9

12.4

15.7

13.7

9.6

1.6

1.6

1.6

1.2

性的少数者の人権問題

各種ハラスメント対策実施状況

ハラスメント対策について、「取組を実施してい

る」割合は、「④パワーハラスメントの防止」、「①

セクシュアルハラスメントの防止」がそれぞれ６割程、

「②妊娠出産育児休業に関するハラスメントの防止」

「③介護休業に関するハラスメントの防止」がそれぞ

れ４割となっています。

具体的なハラスメント対策の内容

「就業規則や社内規程などでハラスメント禁止を

規定している」が６割で最も多く、「社内啓発のため

の研修などを開催している」「啓発資料などを配布し

ている」「社外の相談窓口を紹介している」が20％を

超えています。

Ｑ．ハラスメント防止の取組みについて、貴事業所の状況をお聞かせください。

Ｑ．各種ハラスメント（嫌がらせ）の対策として、貴事業所で取り組んでいるもの
をすべてお選びください。

(MA％)

就業規則や社内規程などで
ハラスメント禁止を規定している

社内啓発のための研修などを開催している

啓発資料などを配布している

社外の相談窓口を紹介している

会社や職員組合などで
対策委員会のような機関を設置している

事案発生後の対応をあらかじめ定めている

事案発生後の対応マニュアルを定めている

その他

特に取り組んでいない

無回答

63.1

38.2

23.7

22.5

17.7

16.5

15.3

3.6

18.9

1.2

0 20 40 60 80

全体 （n=249）
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（単位：％） 取組を実施している 取組の実施を予定している

必要性は感じるが取組実施の予定はない 取組の必要性を感じない

無回答

① 女性従業員比率の目標設定など

計画的な女性比率の向上
(n=249)

② 女性の職域拡大のための

女性の少ない職種や職務への配置
(n=249)

③ 能力がある女性の管理職への

積極的登用
(n=249)

④ 性別に関係のない人事考課を

実施している
(n=249)

⑤ 性別に関係ない教育訓練や

研修の実施
(n=249)

⑥ 性別に関係なく多様な働き方が

できる環境づくり

（仕事と家庭の両立支援）

(n=249)

⑦ 性別による役割分担意識解消の

ための研修・啓発
(n=249)

⑧ 女性社員の活躍促進に関する相談窓口 (n=249)

⑨ 女性の雇用・登用推進に関する

担当者・責任者の選任など、

企業の体制整備

(n=249)

⑩ 人事異動による女性のさまざまな

職務経験
(n=249)

⑪ ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）推進のための

組織の風土改革や理解促進

(n=249)

⑫ 女性社員へのハラスメント防止を

目的とした管理職等への啓発や

働きかけ

(n=249)

⑬ 男性社員に対する家事や育児などへの

参画促進に向けた啓発や働きかけ
(n=249)

⑭ 女性の雇用・登用計画の策定・推進

（女性活躍推進法や次世代育成支援

対策推進法に基づく計画も含む）

(n=249)

26.5

22.5

50.2

66.7

62.7

58.2

29.3

12.4

27.3

29.7

35.7

44.6

26.9

29.7

6.4

8.0

10.4

6.4

6.8

8.8

8.8

10.0

8.0

8.0

14.5

7.2

10.0

11.6

30.9

30.9

22.9

12.4

14.5

18.1

31.3

38.6

29.7

29.7

29.3

25.7

33.7

27.3

33.3

35.3

14.1

12.0

13.3

12.0

26.9

36.1

30.9

29.3

16.9

19.3

26.1

28.5

2.8

3.2

2.4

2.4

2.8

2.8

3.6

2.8

4.0

3.2

3.6

3.2

3.2

2.8

男女共同参画推進について

女性社員の活躍推進のための取組み

「取組を実施している」割合が50％を超えている

取り組みは、「④性別に関係のない人事考課を実施し

ている」「⑤性別に関係ない教育訓練や研修の実施」

「⑥性別に関係なく多様な働き方ができる環境づくり

（仕事と家庭の両立支援）」「③能力がある女性の管

理職への積極的登用」となっています。

「必要性は感じるが取組実施の予定はない」割合

は、「⑧女性社員の活躍促進に関する相談窓口」が最

も多く、「⑬男性社員に対する家事や育児などへの参

画促進に向けた啓発や働きかけ」が続いています。

Ｑ．女性社員の活躍推進（ポジティブ・アクション）の取組みについて、貴事業所
の状況をお聞かせください。
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(MA％)

経済的支援（補助金や減税など）

事業所や労働者のための相談支援の充実

事業所（企業）の取組事例、関連情報、
ノウハウの提供

広報誌やパンフレットによる事業所への啓発

事業所への雇用・労働条件確保のための
指導・助言

男女共同参画推進のための講座や
セミナーの実施

他の企業・団体などとの情報交換の場の提供

事業所における研修会などへの講師派遣・支
援

男女共同参画に取り組む企業向けの
インセンティブ

市ホームページなどでの男女共同参画への
取り組み実施事業所のＰＲ

その他

特にない

無回答

39.4

23.7

21.7

20.5

18.5

15.3

12.4

10.0

8.4

6.4

0.0

28.5

1.2

0 20 40

全体 （n=249）

男女共同参画推進について

女性社員の活躍推進のための取組みの成果

女性社員の活躍推進に関する取組みの成果は、「女性従業員の定着率

が向上した」「男女とも意欲や能力のある人材の活用が進んだ」「多様

な視点を持つことにつながり、多方面へのニーズに対応できた」「管理

職に女性を登用する機運が高まった」が20％を超えています。

男女共同参画推進のために利用したいと思う支援

利用したい男女共同参画支援内容は、「経済的支援（補助金や減税な

ど）」「事業所や労働者のための相談支援の充実」「事業所（企業）の

取組事例、関連情報、ノウハウの提供」「広報誌やパンフレットによる

事業所への啓発」が20％を超えています。

Ｑ．取組みの結果、どのような成果がありましたか。 Ｑ．豊中市が男女共同参画推進のために以下のような取組みを実
施するとした場合、利用したいと思うものをすべてお選びく
ださい。

(MA％)

女性従業員の定着率が向上した

男女とも意欲や能力のある
人材の活用が進んだ

多様な視点を持つことにつながり、
多方面へのニーズに対応できた

管理職に女性を登用する機運が高まった

生産性が高まり事業所の利益につながった

外部の評価・事業所のイメージが向上した

就職希望者が増加した

その他

特にない

無回答

39.1

34.2

28.8

28.8

10.3

9.2

3.3

3.3

23.4

1.1

0 20 40

全体 （n=184）
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